
Ⅳ…25 トン弁ル内の自動率にさろ頻注実験ttっぃて

建ンを省土畑 肺  珍 負 頻 肉 冶 ニタト

秋 山  渚

1、きたがさ

選螢語卜)ilレは 斑LR等のた通登ド(って1ヤ学暉啄曙讚燎 けられてぃろ。工」|.ト ンネ|レ進長の長人にr加え

て強 の老しぃ親oのため,卜 >ネル蘭災に対すろ池渋の増嘔“ιが瞭 にてぃろ。婚lt,トレれ|レで||′―

ユK夫争酸祭とするとトレキ|レの特策ヒ(主間は闊息trてぃろ)から立人手激にも贅すろ下鮭1■が人さぃ。
このため,卜)ネ}レのキヤn絶勲訃ム′設計およ′動秘じムのガじ市の面墓咸曜ひ斗を得ろ目的で火災のた験を
行ぃ飩物命を行って、、ろ。今回行フλ火文実験嗜′縦漁腋久ォ本にぉぃてKそがし雑とした揚曖M乗燿魚Йにふ́炎|ミξ
って′渋ヤしたり瀦ば鴇凰への籠懇セ|ミっぃて漱いした。きた′衣ゴ=覧の多い長人トンた|レに設置11はt、ろ氷罐協
設備バ鰍 災に及|」

・
す彫争■つぃても荷tて腋試した。

2 輪 ス

実験鳴,上六研魏 Ok尺 卜)れ1し長蘇施設 (回‐1にふ

∴蹴甘l[荒h灘:篤纏雌手∬
)7は,ガソリン10Zと人と練って洒躙臼・しよ。

実験めパラメータll′卓F●l(θ■θオηa●■lοⅢ)′車道
|六購ミ邊二(3%′ぶい )′メく鴫期男(力芸獣)と夜イ乙ミtて行っR
.ハ鶴癬に 闘は,2響 (メ豫む含む)で,おleぐ,時

卜ゝ ネlレでお 1ぞていう妥筵=Lで′筍6'外/だとした。

計濃|さ′x涛碑̈ 知ヾ鎖熟軸向への動中民光と肛曖:するため  回 -1 実 験の用奪回

tt,大りまの迪口寿「ョフTK′ 8“ ガ飛彩麻嗅′ヵメラによってガ闘移した。きた,人茨血鎌の活ン支pttt(ο■511〔准

わ“
)し た。

3 宍師満果
今回の知腱嗜́ X文の規模L71咀単として提足し来甲

事の導蜘RK賃とした。

K群 の蠅 は′|ヨし'卑膳:でもヶじっっ呉ヽった

が′"M崚の解蜻では鰤 臨 さ夕黙淋 沢L 同ヾじと

みなして敗り堀Ъた。

人災|さ′火功語れの室内ド点、人ミ代てから1～2分て電
々
'ラ

ス専パ熱れて×勢が憾K`り ,工)ソレlレムに鷹
え広パ鳴範崚卑のテールランプおξ '́懇 要黙気波長炎
があたリテーlレランプマキ掛a塗締|ミ類走した。

る気貯い愛懇楚民)Lセ漱-1′卑臭-1′ 2にふすi正り
であるo

キの配鋤翅晦1で'′×瀑早と― 年間を1ににし

×激 輌 超 ロ

絶 1     麹

⑬ ―詢 諫

(車蘭οt突熟踵後)

蹂 -1約 1の奏脚 M(勲 鱗 号7)



た場誉lJ,テー|レラ)プカヾ)「し係、げ
.た
嗜へと`も類滝して

か,Aが ′卑間をaS“求千1竜レ・
リス場合,岬

バそれを代暉tなった(1la～44夕)|すい_どtl'´ スとの

そぃても、すべてテー|レンプに場約υた。

事の画面1ひ聴む1でX癬 と場毅単の'解lを1秋にした

塚命、き′類滝しなかった茨′車晨員をθ“にした力` た

びラスのパッキンに養歌七(ノ)4θ妙′4夕1夕)した。

―ヵ′永墳密を省った実験ケース|す′車rel θ
れ∽む|

・滞しヽとも)した船 でも養承たしなかった:きた′車の

配,tパ蘇,tでK災パ換焙蝉騎テールう>プあらい哺′ト

ランクルームが黙れろぎで4Ьてからχ豪霧1ぽ賭しよ

堀)でも1～2分で0奴 した。

写真-31さ′凍引(実t熙蒟 2)

の機 k'あ う。

で卑間0“の消k`欠

写真-3 月初い消K4気(無歌蕎モ9)

メこの結果夕ヽう.火矢の脚 集由 鮎

がもりな以下であ人|ざ′K泳単から1は人L嗜ぐにろ

と,並妥卑n(魚熙つ へ′場ぼゴЬことはないと

足わ"にる。

ォく崚霧嗜′x場忌嘔い■の熟ミ漱Ю芳フtと下げみため

ド 渋帯したい キヘの場誡燃上の効果が期待

でさると匙わ“.ろ.

今後は X夫め規晨の大きい大型わミスキにっい

てし歯議すうっしりで`あろ。

(早間 οに 類鳥Z分薇)

写真-2 府著tの数配根)L(実蜀むbて,)

晟-1 実 験賽ヨキおξクJ領潮日k几

者

そ

彙験ケース

" 2́-諷

K嗜 嘱

癬ば苗

霞
熾

ね
こ

鮮
品
翅

猛d 類t/4物障蘇 ラて
去
憬

』

家メ(9

閣

名 前

縮 11

ノー5-0
m

鶴 為 11'
「|"" 窯〔翼:胤|

2
―″-0 2 不

類滝NtttlJ物ヽズ

,首k在1す,て'そくした

3 ―・-0.: 4
π,, )
,シ7

4
―

″
・ 1 . ( 非

い
″

エ

ー 騒
ilL7rlr*',y;.1,*

Ｒ
フ

-1~0 為
瑠
―
コ

御
婦

汽 30 灯 鶴'牌

6
擦″ζ
椰

わ

21 に々「7'7ル‐A
2●ζ々 ロ ツリンタ)ク

ンロ鮨 始崎減惇 霜支

7
ぽ
為 16

1胤鶏瑠許
K崚鍛薇2夕で感

8

畿夕|

〃
-3-0 ユ

゛
ノ 脚

ギ

461:gA
q67t6-74^tt>P'7

薦 響
‘
″

″″
K崚霧2冷で薇 K)

″
ｔ 熙

灘 螢凱
けなかっk

L -  a - ,

類濾 |ガヘ ミ

=ソ ・̈・郷〔ひ| ツ……枝,1


